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カーネル密度推定と融合した最適非線形フィルタの提案
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微弱信号

白色雑音

最適非線形フィルタ

出力

：実定数

：正の実定数

出力SNR

信号推定性能の理論限界
(Cramer-Rao Lower Bound) を達成

（汎関数微分）=0
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最適非線形フィルタ特性[1]

：雑音の確率密度関数（非ガウス雑音含む）

強雑音に埋もれた
微弱信号を抽出

⇒ 本検討では、本フィルタに適した確率密度関数の推定手法を提案

カーネル密度推定：Epanechnikovカーネル+最適バンド幅
⇒ 計算量を抑えつつ出力S/Nを最大化
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密度関数の推定機構を付加
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確率密度関数の推定手段を伴う最適非線形フィルタ
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理想特性と
考案手法との

乖離: 
0.05[dB]

Bandwidth 

S/N
考案手法の性能:

‐2.65[dB]
理想特性：
‐2.60[dB]

Estimated 
optimum

Epanechnikovカーネルを用いたカーネル密度推定に着目

○ 微分可能
△ 推定精度が推定パラメータ(バンド幅)に依存

考案したフィルタ構成

最適バンド幅計算部

最適確率共鳴
フィルタ

確率密度関数
推定部

確率密度関数
推定部

出力S/Nの近似式から
最適値の計算方法を考案

性能評価結果

実環境への
適用可能性
クリア


